



































































る分子は Eph 受容体 /ephrin リガンドという
膜型の分子群です。この分子群は Eph 受容体
も ephrin リガンドも膜に結合したタンパクで，
胎児期の脳形成の際に認められる神経細胞の活
発な動きを担っています。Eph/ephrin は成人
脳ではほとんど機能していないとされています
が，悪性グリオーマの細胞は胎児脳内の神経細
胞のように Eph/ephrin を高く発現していて細
胞遊走の機能を果たしていると考えられます。
Eph/ephrin 分子群が細胞の動きを促進するメ
カニズムについては，2 つの細胞同士が接した
時に互いの細胞膜上の Eph/ephrin 分子が結合
して細胞と細胞の反発作用が生じることで細胞
運動を促すことがこれまでの研究から分かって
います。しかしこの理屈は Eph/ephrin 分子を
発現している腫瘍細胞が密集している腫瘍組織
内での細胞の動きを説明できますが，腫瘍細胞
同士が接する機会の少ない腫瘍組織遠隔部にお
いて悪性グリオーマ細胞が単独で正常脳内を自
由に動き回る原因にはなりません。そこで微小
環境内の正常細胞に発現する Eph/ephrin が腫
瘍細胞の Eph/ephrin と作用するだろうと考え
ました。研究結果からは正常細胞にも複数の
Eph/ephrin が発現しており正常脳内における
グリオーマ細胞の動きを助長させている可能性
が示されています。
　最近になってがん研究領域において Eph/
ephrin は様々ながんの悪性化に関係している
ことが分かってきて，これを阻害する薬剤が盛
んに作られています。こういった悪性腫瘍の形
質を担う分子を特異的に阻害する分子標的薬が
今後の悪性グリオーマの治療に効果を示す日が
来ることを信じています。これまで悪性グリ
オーマの治療は腫瘍細胞の増殖を抑制するとい
う観点から進められてきました。現時点では悪
性グリオーマの特徴である “腫瘍細胞の活発な
動き” を止めるという観点からの治療法はあり
ません。動く分子メカニズムを解明して悪性グ
リオーマ細胞の動きを止める新たな治療法に思
いを馳せながら研究を継続したいと考えていま
す。
　本研究の遂行にあたり，貴重な研究助成を賜
りました財団法人大阪癌研究会に深謝いたしま
す。
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